
2
週
間

2
か
月

3
か
月

4
か
月

5
か
月

6
か
月

7
か
月

8
か
月

9
か
月

10

か
月

11

か
月

12

か
月

WebMiCSで業務標準化・生産性アップ

生産性向上でビジネスチャンスの拡大・企業の更なる発展へ

業務効率化によって得られた資
源(人材)を、他の業務などに投資
できる

作
業
員

営
業

２

8
作
業
員

営
業3

受
注
拡
大
へ

ex. 作業員が少なくても製造が行え
るようになり、営業人員を増やして
受注拡大が可能に

7

会社の仕組みが整い、個人単位の
動きが会社の動きとしてルール
化される

ex. 業務プロセスの全体が見えるよ
うになり、足りていないところが見え
てくるようになる

仕組みが会社に根づき、
属人化の解消が進んでいく
＋ISO取得による信頼性の向上

ex. 各業務のマニュアル化がされた
ことで、新たに社員を雇って業務を
任せることができるようになる

業務部長

マニュアルを
渡せば仕事が
できるように

新入社員A

新入社員B

1年目

マネジメント
基盤の構築

マネジメント運用でPDCAサイクルを回す

2年目

ISO認証初回審査
マネジメント向上

3～4年目

ISO認証定期審査
マネジメント向上

ISO認証再認証審査
マネジメント向上

5年目お客様の歩み

WebMiCS
プログラム

ITトレーナー
サポート

お客様の活動

セミナールームの
利用

第１回～第5回
Web会議システムによるミーティング

1. WebMiCS
初期設定

2. キックオフ
ミーティング

1. マネジメントシステム研修
2. 文書の保管・承認手続き作成サポート

1. セルフチェックリストの
提供

2. 作成した文書類やルー
ルの再確認

ISO認証審査
の活用

何度でもご利用できます ※ 要予約

※ お客様によって進捗が異なる
場合があります。

WebMiCSが業務の標準化・可視化をサポート

サービス
開始後

キックオフ
11

ワークシートを利用した
マネジメントルール・関連文書の作成

2
ルールの

承認・社内周知

3
作成したルールで業務を

実施・評価・改善

4

アームスタンダード株式会社

〒103-0012 東京都中央区日本橋堀留町1-10-15 JL日本橋ビル1F

TEL：03-3666-8788（代表）／ 03-3666-8814（営業部） FAX：03-3666-8752

E-mail：contact@armstandard.com HP：https://www.armstandard.com/

WebMiCSコース

ISO認証審査を活用

ITを活用した
業務の標準化・可視化

第三者審査で更なる
マネジメント向上へ

ISO認証審査を活用することで、年に1回、第三者の視点から評価・指摘を受けることができるため、

業務プロセスの改善につながる機会を見つけることができ、WebMiCSコースとの相乗効果が期待できます。

※ 弊社にも認証コースがございますので、ぜひご検討ください。
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様々な形式の
既存のドキュメント

新規に作成したい
文書・帳票・記録

システム搭載の
テンプレート

とは

社内の文書・帳票・記録がWeb上（クラウド）で一括

管理できる文書管理システムです。

インターネット環境が
あれば、社外からも

アクセス可能

アクセス性

ID・パスワード管理と
セキュリティの強化

セキュリティ

フォルダ毎に登録・削
除権限の設定が可能

権限管理

システム内に豊富な
テンプレートが登録済

で文書作成が簡単

テンプレート

ITトレーナーのサポート

マネジメントシステム研修
の実施

WebMiCSへの文書保管・
承認のルート作成サポート

お客様の業務状況を調査し
必要なルールの洗い出しを

サポート

初年度限定特典として、お客様専任のサポートスタッフ ITトレーナーがWeb会議システムを通してITツー

ルによるマネジメント実施のためのプログラムを組み、プログラムの進行役を務めます。

※ 当社はコンサルティング業務は行いません。

ISO認証審査を活用してビジネスプロセスの見直し・改善を促進

初回審査 定期審査1 再認証審査定期審査2

第三者からのチェックを受けることで、ビジネスプロセスの見直し・改善を促進や信頼性の向上を図ることが

できます。

認証コースをWebMiCSコースと一緒に活用することで、生産性向上に更なる効果が期待できます。

ISO認証登録で社会的評価UP

⇒新規顧客の獲得へ

1年後 2年後 3年後

毎年第三者の目からマネジメントシステムの評価・指摘を受ける

⇒マネジメントシステムの改善につながる機会を発見
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